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平成 29 年度

第２回高知県歯と口の健康づくり推進協議会 議事要旨

１【日時】平成 30 年３月 22 日（木）19 時 00 分～20 時 30 分

２【場所】高知県歯科医師会館 会議室 1

３【出席者】協議会委員 12 名出席、代理出席１名、欠席 7 名、

事務局 6 名

４ 協議事項

（１） 第２期高知県歯と口の健康づくり基本計画に基づく平成 29 年度の取組実績

①むし歯予防対策

②歯周病予防対策

③在宅等歯科医療対策

④災害時歯科保健医療対策

（２） 第２期高知県歯と口の健康づくり基本計画に基づく平成 30 年度の取組予定

（３）その他

５ 議事の経過の概要

会長の議事進行により、各議題について事務局の説明を受け、協議が行われた。

議題

（１）第２期高知県歯と口の健康づくり基本計画に基づく平成 29 年度の取組実績

①むし歯予防対策

・委員から、香美市でフッ化物洗口の実施率が上がった理由について質問があり、事

務局から市教育長の決定により全小中学校で実施した旨を回答。

・委員から、保幼小中高 PTA の会を年に３回程度開催する予定であるが、フッ化物洗

口の啓発ができるので情報提供をいただきたいとご意見があった。

・委員から、高知市歯科医師会でフッ化物洗口の Q＆A を作成中であり、今後この Q

＆A を活用し各学校に啓発していきたいとご意見があった。

・オブザーバーより、フッ化物洗口の実施率が低い南国市については、支部の学校歯

科医の先生方を集めて協力していただけるよう、説明していくとご報告があった。

・委員から、フッ化物洗口を実施する際の、学校歯科医の関わりについて質問があり、

事務局から指示書の作成や保護者等への説明会でご協力をいただいている旨を回

答。

②歯周病予防対策

・委員から、妊婦歯科健診の実施率を向上させるにあたり、課題はあるか質問があり、

事務局から妊婦に受診券を渡すタイミングが母子健康手帳交付時なので安定期に

歯科健診を受けるまでの間に市町村と連携し受診勧奨をしていく必要があると回

答。

・委員から、妊婦歯科健診を受けていない人の口腔内についても情報がなければ比較

できないのではないかとご意見があった。

・委員から、妊婦歯科健診の受診が出産までの１回であること、受診者と未受診者の

比較で、受診者の数が増えたところで有意差はあまりないことが考えられるのでは

ないか。受診時期を限定させて、健診回数を増やすことで１回目と２回目の結果な

どで分析はできないかと質問があった。

事務局から、受診者の個人情報の提供の同意や、歯科医院のご協力等については、

今後の検討事項であり、現時点の分析方法ではこのような評価になると回答。
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③在宅等歯科医療対策

・委員から、介護支援専門員の在宅歯科連携室の認知度は上がってきていると感じる

とご意見があった。さらに、病院に併設されている居宅介護支援事業所に勤務して

いる職員は、病院内で歯科医療従事者を呼んで研修を受けたりしているが、単独型

の事業所においてはまだまだ周知が行き届いていないところもあり、今後、普及に

ついて個々に働きかけが必要ではないかとのご意見もあった。

・オブザーバーから、訪問看護師から利用者の負担金の問題があることなどの意見を

伺ったと報告があった。

④災害時歯科保健医療対策

・質疑なし

（２）第２期高知県歯と口の健康づくり基本計画に基づく平成 30 年度の取組予定

・委員から、フッ化物洗口実施人数の割合が小学生であるが、全施設の人数の割合は

出せないかご質問があり、事務局より母数の人数が把握できるか検討すると回答。

・委員から、歯科衛生士の養成について、学園短大の卒業生が少ない年度があること

について質問があり、事務局から、入学生自体が少なかったためで、看護師養成課

程が新設され学生がそちらに流れたことが影響したと考えられると回答。

・委員から、歯科衛生士の奨学金を創設するということは、学費が高いからなり手が

少ないという問題なのかご質問があった。

委員から、歯科衛生士の給料面と労働面に課題があると回答。

また、事務局から、職の魅力の向上や処遇改善によって全体の底上げを行うことを

土台に、県の奨学金は歯科衛生士の地域偏在に対する対策であることを回答。

・委員から、協会けんぽでは福祉保健所と連携し H27 年度から職場の健康づくり研修

会を開催しており、今年度は高知市会場で歯周病と生活習慣病に関するテーマで企

画する予定なので、より多くの方に参加していただけるよう内容についてまた助言

を頂きたい旨ご説明があった。

・委員から、災害時の避難所等での歯科のアセスメント票を作成しているようだが、

今後他団体との連携や様式の統一化などを検討し、被災者の手を煩わすことがない

よう連携が必要であるとご意見をいただいた。

その他の議題は無し。

以上をもって、20 時 30 分に閉会した。


